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はじめに
経済のグローバル化や国際交流の進展に伴い、日本企業の海外進出、また留学や就職のため来日
する外国人が増えている。一般に、日本での留学や就職には日本語能力が必要であり、そこでは特
に日本語能力試験１級（Japanese Language Proficiency Test、JLPT、「日能試」。以下、本論文
では同試験の１級を「１級」と略す）が必要であることも少なくない。
採用者側は１級合格を求める一方、１級合格者の日本語能力が十分ではないという問題点の指摘
は以前から少なからずある。また、日本語を指導する際にそのことを実感することもある。しかし
ながら、現在のところこういった日本語能力試験が抱える問題に関する資料や論文は少ない。
そこで、本稿では日本語能力試験の特徴について、その出題基準、出題形式、１級試験の結果報
告、そして新潟経営大学の中国人留学生の事例から、１級合格程度の能力における日本語の理解の
範囲および１級合格者でも不足しがちな分野の能力について整理し、日本語指導で配慮すべき点に
ついて論じる。
１．日本語能力試験の概要
⑴ 日本語能力試験の実施と改定
日本語能力試験は、1984年より始まった、日本国内外で原則として日本語を母語としない日本語
学習者を対象とする試験である。試験は、毎年12月だけだったものが、2009年度から１級と２級に
限り７月も実施することになり、年２回となった。そして、2010年度からは「現行試験の１級と合
格レベルはほぼ同じですが、従来より若干高めの範囲まで能力測定ができるように改定」??される。
これは、「１級よりもっと高いレベルの問題を作ってほしい」という意見があったためとしている。
⑵ 日本語能力試験の出題基準
日本語能力試験のレベルや範囲は、『出題基準』において文字、語彙、文法についての例示、そし
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て聴解や読解の説明をもとに規定されている。また、「本リストにない語句は出題されない、という
性質のリストではない」として、漢字以外は出題基準外の内容を20％程度まで出題できるようにし
ている。そして、2009年度までの日本語能力試験には１級から４級までの４つのランクがあり、そ
の難易度の設定は級・類別に示した認定基準が唯一の準拠となっている??。
A 文字
「文字」ではひらがな、カタカナのほか、漢字について規定がある。１級の漢字は常用漢字表か
ら使用頻度の低い19字を削除し、使用頻度の高い表外漢字114字は音訓を限定している??。
B 語彙
現在の１級の出題語彙は、『日本語教育のための基本語彙調査』『日本人の知識階層における話し
ことばの実態』や『高校教科書の語彙調査Ⅱ』などの調査をもとに、使用度数の上位となったもの
を「１、２級語彙表」としてまとめられている。この表では、「１級の語彙は、原則として次の8,009
語を含む10,000語」「２級の語彙は、原則として＊印の5,035語を含む6,000語」と規定している??。
C 文法
『出題基準』では、文法を①‘文法的な?機能語>の類’、②活用、③構文／文型、④敬語、⑤そ
の他――語用論的なファクターの関与する「短文読解」的なもの――の５種類に分けている。①の
‘文法的な?機能語>の類’とは、「～に関して」「～ざるをえない」などの「助詞・助動詞そのもので
はないが、これに類するもの」??をいう。１・２級では‘文法的な?機能語>の類’以外は「３・４級
で卒業」として、‘文法的な?機能語>の類’を重視している。
⑶ 日本語能力試験の出題
１級試験は「文字・語彙」および「聴解」がそれぞれ100点満点、「読解・文法」が200点満点、計
400点満点の試験である。合格基準は70％以上の正答率である。
ところで、試験には、出題および解答の形式に伴う制約があるために、測定できる部分と測定で
きない部分がある。１級試験では、解答が全て４択であるために記述による能力が測定できない問
題がある。試験を実施する日本語能力試験企画小委員会は日本語能力試験について「会話力と作文
力を測る部分がありません。それは、20万人以上の受験者の会話力、作文力を公平、迅速、かつ経
済的に測ることの困難さによる」と特徴を述べ、「内外の日本語教育機関におかれましては、この点
を考慮の上、日常の授業において学習者の会話力、作文力の養成にも力をお入れになることをお願
いしたい」としている??。また、2010年度からの新試験でも、「口頭や作文の試験については、今回
の改定では残念ながら実施できません」としている??。
２．本学の日本語上級学習者の事例
次に、筆者の授業（「留学生の日本語・コミュニケーションⅢ」）の事例から上級日本語学習者の
日本語能力について述べる。
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⑴ 調査対象について
筆者の授業の受講者は、当学期初頭の４月６日に行ったプレースメントテストで上位となった学
生（「Ⅲクラス」と称する）のうち12名（男２、女10）であり、１級の合格者が６人（全員女）、７
月実施の１級受験予定者が６人（男２、女４）、そして３年次が５人、４年次が７人という構成であ
る。全員が中国からの留学生であり、中国の大学で日本語を２年程度学習してから来日している。
尚、スピーキング力不足等の理由により、その下のⅡクラスとなった１級合格者も数名いる。
⑵ 調査方法と結果
筆者が行った調査では１級の出題範囲のうち、短時間で解答でき、また基礎知識を測定、把握で
きる文法問題を30問使用した??。１級試験の練習、また１級受験直前の能力測定という目的を含め、
１級試験の１週間前と２週間前に行った。１級受験予定者は１級合格対策として問題演習を行って
いる。出題は１級受験予定者は本試験と同様に４択とし、１級合格者は、選択肢を削除して自由記
述形式にした。例えば、次のような問題である??。
積極的な弟 、兄はおとなしくて消極的だった。
１ はおろか ２ にもまして ３ にひきかえ ４ のみならず
自由記述の場合では文法と文脈の観点から正しければ正解とすると解答者に伝えており、選択肢
は全くなくなるものの、正答が複数ある点で簡単になる設問もある。
筆者の調査以外に、プレースメントテストの文法分野における結果もあわせて示す。プレースメ
ントテストの文法問題も同様に全て４択形式の設問であり、構成は３級程度が４問、２級程度が９
問、１級程度が９問である。
これらの結果は次の通りである。
表１ ４択型解答（Aグループ）の正答率（％)
受 講 者 A１ A２ A３ A４ A５ A６
プレースメント 68 68 82 73 68 82
１回目 37 77 90 83 公欠 公欠
２回目 43 67 83 87 77 80
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表２ 自由記述型解答（Bグループ）の正答率（％)
受 講 者 B１ B２ B３ B４ B５ B６
プレースメント 82 91 55 77 86 86
１回目 47 47 公欠 公欠 公欠 公欠
２回目 77 73 70 63 23 27
注：表は筆者作成。「公欠」は、中国の大学を卒業するための一時帰国に
よる。A１、A２、A３、A４、B１は３年次である。B２は４年次
であるものの、１週間早く日本に戻ってきている。
１級合格の基準となる正答率は７割であることから、だいたいの学生はそれに見合った水準と
なっていると推測できる。尚、Aグループ全員が７月の試験で合格している。
「２回目」の正答率をAグループと Bグループの間で、また Bグループの同一解答者間で比較す
ると、選択型よりも記述型の方が正答率が低くなりがちで、一部では著しく低下していることがわ
かる。但し、受験者が出題形式に不慣れであった可能性もある。
受験者A１は、プレースメントの正答率が高い一方、１級レベルの試験では正答率が低い。また、
受験者 B３は、１級に合格しているにもかかわらず、プレースメントテストの結果が悪く、さらに
３級程度の設問で４問中３問不正解という特徴があった。
３．１級合格程度の学習者の課題
以上のような試験の結果および授業の概況から、１級の合格者であろうと日本語能力が偏ってい
る、または不十分な日本語学習者が含まれることは否定できない。具体的にはどのような能力が課
題となるかについて述べる。
⑴ 語彙の量
留学生は日本語を母語としていないため、語彙が日本人より少ない点には配慮がいる。しかし、
十分なコミュニケーションをとるには一定量の語彙が必要である。必要な語彙数について出題基準
分科会漢字表・語彙表部会は、「日本語学習者が、成人日本人の理解語彙約40,000語を覚える必要は
ない。しかし、日本語で書かれたものを読み、話されたことを聞いて理解するには、約10,000～18,000
の語が必要である」とし、「実際に留学生を指導している教師たちも、日本で大学生活を送るには１
級の語数約１万では到底たりない、ということを実感している。」と指摘している???。
語彙は『出題基準』において、擬態語、擬声語、固有名詞、飲食物名、動植物名、スポーツ名、
楽器名、趣味に関するものなどは一部にとどめ、「知らないために受験者が不利になることがないよ
うに配慮するものとする。」としている。擬態語、擬声語では「『――する』の形で使われる一部の
基本的なものを採録するにとどめた」としている???。
このような規定のほか、語彙表にはヨーロッパ、韓国や中国などの国名、日本の都道府県名など
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一般的な単語がない???。しかしながら、現実には語彙表外の固有名詞や専門用語にも多く出会う。
⑵ 語彙の理解
単語の数以外に、用法の理解の問題がある。その問題点を表す例として、１級試験の「文字・語
彙」の問題Ⅶの正答率が例年高くないことがある。正答率の低さについては「語彙知識には、１語
１語の意味だけでなく、用法、ほかの単語との共起関係など、様々な側面がある。問題Ⅴと問題Ⅵ
は１級語彙の意味を正確に覚えていれば、正答を選ぶことができる問題であるが、問題Ⅶは語の意
味とその正しい使い方を知らなければ正答を選ぶことはできない。」???との指摘もある。
⑶ 初中級レベルの文法項目
１級取得レベルであろうと、初中級の文法項目が正確に使えるとは限らない。その例を見てみる。
例えば、2000年度の１級試験では次のような問題が出た。
「だれかポスターをかいてくれる人を知りませんか。来月、社内オーケストラのコンサートを
開くんです。」「ああ、それなら弟に くださいませんか。美術学校の学生なん
です。」
１ かかせてやって ２ かかれてやって ３ かかせてもらって ４ かかれてもらって
この問題は１級、２級共通の問題（「重ね合わせ問題」）である。『日本語能力試験の概要』では、
正答率が２級では33.1％、１級では44.9％であり、「使役＋受給表現、使役＋受け身は１級レベルで
も難しいものであることがわかる」???、「使役および受給関係の問題を苦手にしている受験生は１、２
級通してかなり存在するとも言える」と指摘している???。
次に、Ⅲクラスの受講者の状況について見てみる。次の問題を出してみた。
問題A 就職後も親に いるので、小遣いには余裕がある。
１ 食べさせてもらって ２ 食べてあげて ３ 食べさせられて ４ 食べてもらって
問題 B この問題には少し 。（「考える」を用いた表現で下線に当てはめる）
問題 C 大雨で川が増水し、中洲に 。（「取り残す」を用いて解答）
結果、問題A???で正答の１を選んだ履修者はいなかった。問題 Bでは、「考えさせられた」を導こ
うと、12人全員が「考えられた」「考えさせた」「考えされた」「考えさせていただきます」などと苦
戦していた。問題 Cでは「中洲」の意味を教えると、難なく正解を導けた。これらのことから使役・
受身表現を単独で用いる場合は正解しやすいが、「させられる」のように使役＋受身の形、さらに「く
ださい」「もらう」「やる」などが複数組み合わさると難しくなることがわかる。そして、補助動詞
を用いた敬語の運用能力も十分ではないことが推測できる???。
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⑷ 記述
会話はできても作文がうまくできない留学生は多い。次のような作文例がある。
例文１「なんか今まで勉強した日本語は、すべて教科書から出てきたもので、実用しない関心が
します。」
例文２「両者の協力が欠かせないである。」
例文３「相手の考えの中の採るべき点が見えませんかもしれません。」
Ⅲクラスでは、日常会話レベルの文章ならば全く理解できない文はほとんどない。但し、基本事
項のミスは少なくない。自動詞と他動詞の誤り、「形容詞／ない／たい」に直接「だ」「である」を
接続する誤りなども、１級合格者であっても多い。
このほか、「けど」、「だし」、「とか」、「なんか」などから、文語と口語の違いを深く認識していな
い点も指摘できる。また、単語が日常会話レベル以上になると間違った用法も多くなり、原因の所
在が単語か文法か文脈か、判断が困難な誤文も自由記述（作文）では複数出てくる。
このほか、発音通りにかな表記できないこともある。筆者の授業の例では、「愛媛」を「えいめ」、
「チャーハン」を「ちゃはん」などがあった。かな表記が弱いことに関して、漢字の読み（読みの
表記）に関する文脈ではあるが、中国語グループにおいて「特に長音、促音、濁音の有無を区別す
る必要のある問題」が困難だとする指摘もあり???、本学の留学生もその例外ではないようである。
⑸ 聴解
Ⅲクラスの学生は日本語能力試験の聴解の設問の形式???であれば、１級に合格するなりの正答率
を出せるものと推察できる。しかし、文が少し長くなる、スピードが上がることはもとより、上述
した語彙の不足によっても理解度が下がる。筆者が聴解形式の授業として「息継ぎ」「コミック」「酸
欠」「通販」「へこたれる」「ほっぺた」「道すがら」「よかれと思って」などを含む10～20秒程度の文
章を数種類聞かせてみたものの、あまり理解できておらず、語彙レベルの質問をしても、ほぼ全員
が答えられなかった。
⑹ 固有名詞の読み方
日本語の固有名詞、特に漢字表記される人名や地名には読み方が難しいものもある。但し、ここ
で述べるのは、普通の日本人なら読めるよく知られた固有名詞が読めないという問題である。
例えば、受講者に四国の県名をひらがなで答えさせてみた???。結果、愛媛県を「あいえんけん」、
香川県を「こうがわけん」などとしていた。ほかに、人名の読みについて答えさせると、正答率を
正答数÷解答数として計算すると、50％程度であった。無答を含めてでは、約10％となった。誤答
例として、「西郷」を「にしごう」、「雅美」を「やみ」「やび」、「美代子」を「みだいこ」「びだこ」
などがあった。また、歴史上の人物をひらがなで挙げさせると、「川端康成」を「かわはしこうなり」、
「大久保利通」を「おおひさほりつう」、「織田信長」を「おしだしんなが」などの誤りが出てきた。
これらの事例がある一方で、ある程度有名な人物・事項であれば漢字で示すと通じることから、
― ―188
地名や人名を漢字表記ないし中国語読みでは覚えていても日本語読みでは覚えていないと推測でき
る。
４．１級合格希望者の受験対策による学習内容の偏り
自分の日本語の能力がどうであれ、とにかく「１級合格」だけを獲得しておきたい学生も少なく
ないようである。例えば、Ⅰクラス（３級未取得程度）の授業時に、半年後に行われる１級試験の
受験希望の有無について聞いてみたところ、希望者は半数程度にのぼった。１級の受験を希望する
理由について聞いてみると、とにかく資格として１級をとりたいという考えと、来年度（2010年度）
から難化するといわれている試験を避けようとする考えに大別できることがわかった。
現在、１級合格は少なからず就職や進学の条件となっており、学習者にとっての１つの学習目標
になっているといえる。従って、資格取得に対応できるように指導する方法もなくはない。但し、
１級合格のための学習と、１級合格を含めた学習とではその学習方法や指導方法、範囲が異なる。
例えば、１級の試験では上述の通り作文（自由記述）の能力や会話の能力、例えば発音の正確さや
発話のスピード、（相手の発言の内容に即した）適切な回答など会話に必要な能力は測定できない。
試験形式が４択のみであることもあり、出題がない記述や会話に関する練習が不十分であることが
ある。
さらに、答えを出して終わり、という学習態度もある。授業中、なぜその答えになるのかを聞い
てみると「勘」「答えがあっていればそれでいい」という返答もあった。１級合格者も含め、テスト
範囲外の内容に対する学習意欲が不足している様子もある。
まとめ
以上のように１級試験とその問題について、１級試験の結果分析や本学の１級合格（受験）者の
結果から概観してきた。特に大きな問題として指摘すべき点は、2010年度以降の新試験を含め、会
話や作文の能力が測定されない点である。
文法では、１級合格（見込み）レベルであっても、３・４級レベルである使役受身、授受表現の
正答率が低い例、および「だ」「である」の接続に関する誤用の例があることから、「３・４級レベ
ルを卒業」しているとは限らない点が指摘できる。「１級」および１級合格者の質保証、また３・４
級レベルの事項の定着という観点からは、使用頻度が高く、基本的な表現をあえて出題することも、
１・２級の試験において、および日本語の授業においても必要であろう。
語彙は、留学生の母語が日本語ではない点を配慮するにしても、量的、質的にまだ課題がある。
特に、基本的な固有名詞が語彙表にないという点で、語彙が十分でない可能性がある。それは、日
本人の名前や地名を、かなり一般的なものであっても読めないことがある点にも表れている。
以上から、１級合格は、‘文法的な?機能語>’の識別はできるとしても、基本的な文法項目や語彙
については量と理解の点で不十分といえる。この点で、１級認定基準の「社会生活をする上で必要
な、総合的な日本語能力」???との間には大きな差がある。そのため、教育現場では、自習では能力の
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向上が難しい分野の作文や会話の練習を重視し、また誤用の迅速な訂正が、日本語の授業以外でも
必要となろう。
本稿では、日本語の基本的な部分である語彙、文法を中心に論じた。今後は語彙、文法の知識や
理解度、またこれらを応用した聴解や長文読解に関する理解についての研究も必要である。そして、
本稿では調査対象が少なく、中国大陸出身者だけという問題がある。今後はそれ以外の母語話者を
対象とした、異なる視点からの分析を含めた研究を続けていくことが必要である。
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